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2
1
，

の
冒
頭
に「

社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
問 

題
を
提
起
し
た.こ
と
は
、
理
論
的
国
民
奮
学
に
関
す
る
マ
ル
；ク
ス
の
不
朽
の 

功
績
で
あ
.る
。.
注
意
す
ベ
き
こ
と
に
は
、
吾
々
は
国
民
経
済
学
の
歴
史
に
お
い
，
 

て
、
.こ
の
問
題
を
正
確
に
叙
述
し
ょ
ぅ
と
す
る
試
み
を
た
だ
一

r

つ
し
か
見
な
い 

——

す
な
わ
ち
、
そ
め
入
ロ
で
は
重^

^

派
の
父
'ヶ
ネ
ー
に
お
い
て
、
そ
の
出 

ロ
で
は
ヵ
ー
ル•
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
。

」
(

長
谷
部
文
雄
趴—

青
本
文
庫
本|
 

九
.頁)」

と
述
べ
て
い
る
が
へ

「

六
つ
の
出
発
点
と
糧
浪
点
と
を
結
び
'つ
け
た
僂
か 

.

.に
五
本
の
線
か
ら
成
り
立
つ

」

.
ヶ
ネ
ー
の
表
式
は
仏
蘭
西
革
命
直
前
の
社
会
の 

生
産
•

に
於
け
る
再
生
産
の
総
括
的
図
表
で
あ
り
、

.

r

十
四
本
の
上
向
す
る
点
，
 

線
と
七
本
の
下
向
す
る
直
線

」

で
結
び
合
さ
れ
た「

マ
ル
ク
ス
の̂

^

ま」

は

資
本
主
義
.の
自
己
批
判
期
に
把
握
さ
れ
た
生
産
様
式
に
於
け
る
再
生
産
の
B
括 

•因
表
で
：あ
づ
た
の
で
あ.る
0 

.

マ
ル
マ
ス
.の
社
会
的
総
廣
本
の
苒
生
産
及
び
流
通
循
環.の
基
本
図
解
の
研' ̂

か
ら
し
て
越
村
信
三
郎
教
授
は
ヶ
ネ
ー
の
経
済
表
に
就
て
も
度
々
論
及
せ
ら
れ 

て
い
ら
れ
た
が
昭
和
一
一
十
一
一
年

2
.九
四
六
年)

に

東

洋

経

襲

報

の

現

昼 

:

済
学
叢
書
の
第
一
巻
と
し
て

『

ヶ
、不
丨
経
済
表
研
究

』

を
刊
行
せ
ら
れ
た
。

そ
の
緒
言
に
、
越
®

授

は
.

「

重
^

,派
の
#
祖
フ
ラ
ン
ソ
ワ
.
ケ
ネー

は 

十
ス
世
紀
の
中
葉
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
農
时
と
都
市
と
.の
資
本
の
総
再
生
産
過 

程
を
経
済
表
と
名
づ
.け
る
と
こ
ろ
の

一

葉
の
解
剖
図
に
集
約
し
て
経
済
学
の
建 

設
史
上
に
不
朽
の
功
績
を
残
し
：た
の
で
あ
る
。
経
済
表
の
成
立
に
ょ
っ
て
経
済 

学
は
一
個
の
科
学
と
な
っ
た
と
さ
へ
い.は
れ
て
い
る
。.

」(

同

書「

緒
言」

一
.頁) 

と
述
べ
'：ら
れ

、

従

，
っ

て

「

経

済

学.

Q

歴
史
を
取
扱
ふ
書
物
で
ヶ
ネ

—

の
学
説
、 

特
に
そ
の
中
心
た
る
経
済
表
に
触
れ
な
い
も
の
：は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も 

過
署
で
は
な
ぃ
。……

そ
れ
に
も
か
か
は
ら
ず
、
■
す
べ
て
の
研
究
者
の
ひ
と
し 

く
述
べ
て
ゐ
る
'や
う
に
、
経
済
表
に
は
多
ぐ
の
解
き
難
い
謎
が
含
ま
れ
て
ゐ
る

'の
で
あ
る
。J (

同

書「

緒
言」

一
頁)

.と
'せ
ら
れ
、
経
済
表
で
難
問
と
な
っ
て.
 

居

り

、
：
い

ま

だ

に

未

解

決

の

問

題

ネ

な

..
-
7て
い
る
の
は
、

：

：

第
ー
-'
に
>
範
式
に
お
け
る
資
本
の
苒
生
産.の
線
の
引
き
方
の
問
題。
.

,

 

第
二
に
、
原
表
.に
お
い
て
は
、
再
生
産
過
程
の
内
部
機
構
が
ど
ぅ
な
ら
ヤ
ゐ

. 

る
か
と
い
ぅ
問
題
。
 

.

.
第
三
に
、
原
表
^
範
式
と
が
.い
か
.な
る
連
繫
を
も
.ち
、
前
者
よ
り
後
者
へ
い 

か
に
し
て
転
化
さ
れ
た
か
：と
い
ぅ
問
題。

,

第
四
に
、
学
説
史
上
の
迷
路
と
な
っ
て
い
る
と
こ
：ろ
の
、
.ケ
ネ
一
の
経
済
表
.
 

と
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
の
表
式
と
の
連
前
者
よ
り
後
者
に
通
ず
る
発
展 

.過
程
の
の
模
索
，
の

.

_、で
あ

る

と

せ

ら

れ

、る

.

(

同

書「

緒
言
1—
三
頁)

。

.

..

...

越
村
教
授
は
：

「

先
づ
再
生
産
の
問
題
に
と
っ
て
、
よ
り
包
括
的
な
、
：
よ
•り
完 

成

さ

れ

た

形

式

を

も

つ

と

こ

ろ

の

，範

式

を

分

析

し

、

そ

の

基

礎

：の

上

で

原

表

.の 

検
爵
に
ぅ
つ
る
こ
と

」
(

同
書
一
〇
.頁)

と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る。
'

第
一
' 
生
産
階
級
の
投
資
と
投
資
の
利
子
に
.就
て 

■ヶ
ネ

ー

は

：経

済

表

第

f

一
版
の

『

胄
|]
|』

に

又『

経
済
表
の
分
析』

に

生

産

階
.
 

級
の
^
|
|
|
の
創
設
の
基
金
1-
1

,
§
&
& r

fl>'tablissemelrb de la culture 

を
原
投
資
と
し
て
挙
げ
て
い
る
がV
ミ
ラ
ボ
I

侯
が
述
べ
て
い
る
如
く

「

そ
れ 

は
流
通
秧
序
の
外
に
横
は
る

」
(PMlosophie Huralev 

p. 25
).，

も
の
と 

し
て
、
経
済
表
の
原
表
に
も
、
範
式
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
越
村
教
授 

は
そ
の
年
々
の
消
耗
価
値
の.1

と
し
て
、
そ
の
一
割
の
利
子
が
考
察
さ
れ
て 

い
る
上
は
当
然
経
済
表
に
掲
げ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
て
そ
の
.範
式
の
分
析
表 

'ケ
ネ
ー
の
経
済
表
と
マ
ル
ク
ス
に
就
て

.

(

同
書
七
七
頁
、
，
，
<
ー
頁
、"：八
.三
頁
、

八
：六
頁
、
.本
稿
第
.一
、
：
第
二
、
第
三
、 

第
四
因
参
服

)

：
に
も
、X
•ヶ
ネ
I
.が
投
資
の
利
子
を

「
支
出
の
秩
序
を
余
り
に 

複
雑
な
ら
ざ
ら
し
め
む
が
為
に
別
に
考
察
す
る

」
(CEUVres., p. iii :

邦 

:訳
'
最
波
文.庫
本
ー
：ー

」

;H
、.坂
_
訳
本
；ニ'七
頁
.

)

と
す
る
原
表
の
分
折
表

(

同
書 

| 
ニ 
二
頁
、
：
；
 
一
一̂

«
:

」

本
槁
氟
通
、
第
：六
因
参
照

〕

に
も
、

不
双
罾
ホ 

の
原
投
資
十
举
位
を
そ
..の-九
単
位
9£
-
と
：そ.の
‘年
，々■

の
.！
^
分
.一
単
位if
と
"に
分 

け
て
特
に
記
入
し
て
へ
い
ら
れ
る
。
.

"

■:
/
'
パ

ン

パ

ヶ
ネ
ー
は
経
済
表
の
第
一
一
版

^『

簾
明i:

に

「

大
規
模
耕
作
に
於
て
犁
ー
梃 

を

備

へ

る

耕

地

百

ニ

十

ァ

ル

パ
；：v

の

農

場

の

諸

醫

と

第

一

回

の

取

獲

^
先

だ 

つ
ニ
力
，
年_
め
#

中̂

.に

.»
け

る

家

蓄♦ 

f

. 

i

,
維

持

費
• 

i 

等

べ

の

ま㈩
の

最

初

の

基

本

を

し

て

の

可

な

り

^

^

し

た

罾

双

罾

は

 
一•万
リ


ヴ 
ル 
と
：見
積
ら
れ
る1_
.(

0
^
^
?
, 

!
>
,

ユ

”
邦
訳
、
岩
波
文
庫
本
ニ
四
頁
、 

坂

田

訳

本

三

:
一

 
頁〉

と
し
、

ミ
ラ
.ボ
丨
侯
ば『

農
業
哲
学』

に
こ
の
原
投
資
を 

「

第

—*
年
度
の
収
獲
，を
あ
げ
石
以
前
の
耕
作
の
た
め
に
投
ぜ
ら
れ
た
家
畜
.
建 

物
.
•器
具
'
,肥
料
.乾
草

*-
:
,
_
双

，
及

び

僕

婢

.

.
，
.日

傭

入

夫

 
'
労

務

者

べ

の

賃 

銀
更
に
農
業
者
と
そ
の
家
族
の
食
料
及
び
衣
料
に
対
す
る
支
出

」
a
r
i
o
s
o
-

 

phie 

s
r
a
F 

p. 2
9
)

と
説
明
し
て
い
る
が
、
越8

授
は
.フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ 

丨
ト
が
斯
く
、
原
投
資
の
ぅ
ち
.に
固
定
資
本
の
他
に
不
純
な
要
素
を
混
入
し
て 

い
る
が
、
そ
れ
が
：ヶ
ネ
ー.の
範
式
に
多
か
れ
少
な
か
れ.「

不
可
解J

の
烙
印
を 

.押
し
た
の
で
あ
名
と
せ
ら
れ
：る.：(

同

書

::
§
1
ー、頁
参
照)

。

'

ヶ
ネ
I

は

『

経
済
表
の
分
称』

f c
.

、_
.

こ
の
農
場
創
設
の
投
資
の
利
子
と
.し
て

農
廳
の
販
売
額
の
^
か

ら

原

投

資

額

の

，
一

割

の

十

億

リ

ー

ヴ

ル

が

年

々
同

収

•

 

.
.

.
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五
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(

八
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せ
ら
る
る
こ
と
が
一
国
繁
栄
の
主
要
な
る
条
件
の
一
つ
で
あ
り
、
又
農
業
者
に 

.
対
し
て
断
惰
な
金
利
生
活
者
歡
支
私
：お
れ
る
と
少
な

<,

と
も
同
程
度
の
利
子
を.
. 

:も
た
ら
ず
の
が
当
然
で
あ
る
と
ま
張
し
て
^'

る

が

(

@

く1
6

3-:
ネ
 

'
邦
訳
、
岩
波
文
庫
本i

i

頁
-

坂
田
訳
本V

四
；0
羣

.照)

、
こ
.の
M

投
資
の
年
- 

.々
の
損
耗
の"
ー
単
位
、.範

式

で

，
ゆ

十

億

リ

ー

ヴ

ル

：
は

0:
'
業
の
製
作
品
に
ょ
り
て. 

懷
ざ
れ
る
と
解
釈
す.る
：の
が
ゲ
ネー

の
：意
図
®

す
る
も
の
で
は
な
：い
と
越 

.鏡

授

も

考

え』

れ

る

於(

同
書
四
三
頁
參
照 >(

尚
教
授
は
、

r

原
投
資
の
そ
の:' 

.
複
雑
の
内
容
が
：ら
し
て
、
そ
の
補
塡
に
就
て
第
1
1分
析
表
以
下
に
於
ヤ
種
々
の 

.考
察
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る。.

：

'

,

.

又
越
®

授
は
ヶ
ネ
！
が
生
産
階
級
の
年
投
資
.ニ
単
位
を
農i

:の
生
活
に 

消
費
さ
れ
る
農1

^

か
と
な
す
も
、
そ

れ

は「

種
子
と
労
銀
と
を
含
む

」

.

と
.
い
，
 

ぅ
ボ
ン
ヶ
ン
の‘
い
わ
ゆ
る「

合
理
的
な
見
解」

-
に
従
い
、
そ
れ
は
農
業
の
原
料
，
 

だ
る
播
種
や
補
助
材
料
た
る
肥
料
等
を
含
む
も
の
と
解
し
て
労
働
力
十
億

y
 — 

ヴ

ル(

流
動
可
変
資
本
一
単
位>)

'
之
原
料
、.
響

材

軚

十

億

リ
-

ヴ
ル
.

0
 

. 

定
不
変
資
本一 .

単
位|

>
.

と
仮
.
i/E

す

る

(

同
書
三
八
頁>。

,

第

一

一

不

生

産

階

級

の

投

資

と

投

資

の

利

子

に

就

て.

越
®

授
は
先
ず
不
生
産
階
級
に
於
て
は
年
投
資
の
み
が
存
莅
し
、
廐
投
資 

に
就
て
少
し
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
現
実
に
お 

い
て
決
し
て
存
法
す
る
こと
を
妨
げ
な
い
し

、
ま
.た
存
在
せ
ざ

る

を
え
な
い
も 

の
で
あ
り
、
ヶ
ネ
ー
.が
木
生
産
階
級
即
ぢ
都
市
の
エ
業
部
門
に
固
定
資
本
た
る 

原
投
資
を
掲
げ
て
い
な
い
の
は
明
ら
か
に
不
当
で
.あ
り
、
誤
謬
で
あ
る
と
す
.

.

.

(

五
：八
:

(

<
 

九
八)

，

'

各

0

〉

放
不
#1

議

級

のM

投

資

が
-'
の

讓

の

X
業
製
作
品
か
ら
構
成
せ
ら
れ 

て
居
1

继

?.
允

：そ
；の

年

間
0 '
平
均
囊
分
が
證
自
体
の
製
作
品
で
補
滇
さ 

.托

.:
'
.従
，
て
階
級
内
の
流
通
と̂

^
表
.か
?>
:
^
:さ
れ
る
と
し
て
も
、
前 

'
記
の
如
く 
>、生
に
於
て
原
投
資
の
年
々
の
補
塡
が
内
部
流
通
と
し
て
も 

■

記
述
さ
れ
て
.い
?>
:
以
上
'-
:
>
.
,
不
生
産
階
級
の
侧
に
於
て
は
、
そ
れ
が
省
路
さ
れ
て 

)

い
る
：の
は
理
論
的
見
地
が
ら
し’て
も
，
正
当
で
は
な
い
と
せ̂:
れ

る(

同
書
五 

六—

七
頁
参
照)

。
',
不

生

産

階

級

の

原

投

資

が

，
階
級
自
体
の
へ
製
作
品
で
補
填
さ 

れ
、
従
っ(

て

階

霄

の

流

通
^
し

て

霞

表

か
^
除
外
さ
れ
る
と
しV

も
、
越 

鏡

授

は

.年
間
の
製
作
品
の.全
額
一
：一
単
位
を
地
主
階
級
と
、

生

磨

級

と

に

夫
 

々
一
：単
位
ず
つ
売
却
す.る
を
以
？
てT

工
業
家
め
手
に
は
そ
の
消
費
の
た
め
に 

自
ら
の
生
産
物
の
，一'微
分
子
も
余
さ
な
い

J (

同
書1

1

一
一
頁
：

r

と
し
、
従
っ
て 

不
生
産
階
級
の
も
の
が
、
>そ
の
階
級
内
で
作
ら
れ
た
製
作
品
を
消
費
す
る
と
い 

ぅ
ミ
ラ
.ボ
ー
侯
の
説
明
も
、
：
パ
ゥ
エ
：
ル
の
解
説
も
誤
謬
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、 

土
業
の
製
品
が
な
ん
ら
そ
の
生
産
者
自
身
の
消
費
の
た
め
、に
残
ら
な
い
こ
と
も 

経
済
表
の
前
提
の
不
備
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る

(

同
書
.六
て
員
、

一0
六
頁)

。 

.
次
に
'越
®

授
は
範
式
•に
掲
げ
ら
れ
た
不
生
産
階
級
の
年
投
資
は

「

ナ
員
リ 

' —

ヴ
ル
.の
#1
値
あ
る
原
料
の
み
か
ら
な.る」

も
.の
と
し
、'そ
れ

は「

生
産
期
間 

の
始
め
.に
お
い
て
»鐘
者
が
ら
購
入
さ
れ
た
も
の«-
-
で

「

価
値
形
成
の
点
か
ら 

見
れ
ば
不
変
資
本0
で
あ
り
、，
回
転
様
式
か
ら
見
れ
ば
流
動
資
本
で
あ
る
か
ら 

Z0
と
ず
る」
.(
同
書
五
七
頁

)

o

•

而
も
越
甚
授
は
こ
の
原
料
を
製
作
す
る
間
に
於
て
十
億
リ
-
ヴ
ル
の
農
産 

.物
が
生
活
の
た
め
に
更
に
消
費
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

「

そ
れ
は
明
か
に

生産的階級
の

原前私V年前払
10 2

第 r- 同ン

範式の分析第一表 
1 '

. 地主;階級 
の 

収入 
2

9fc lfc ■lzc lv

農業生産物

第

三

べ

越

村

教

授

の「

範

式

.の
分
析
表
：1.

:

に

就

て

.

'

.

.
㈠

越
®

授
は
経
済
表
で
難
問
の
一
つ
と
な？
て
い
る
の
は
範
式
に
お
け
る 

資
本
の
苒
生
産
の
線
の
引
き
方
の
問
題
で
あ
る

(

同

書r
緒
言」

三
頁)

と
せ 

ら
れ
る
が
、:'g

式
に
お
.け
を
と

の「

不
可
解」

\

の
点
に
就
で
、
教
授
の
：

「

範
式 

の
分
析
第
一
：表」

：，で
は
借
地
*

が
貨
幣
十
億
リ
ー
ヴ
ル
を
も
っ
て
エ
||
豸 

よ
■り
製
作
品
を
購
入
し
そ
れ
に
よ
り
て
投
資
の
§

分
を
補
埙
す
る
も
の
と
表 

式
す
る(

同
書
七
_
七
頁
.、
本
稿
第
1

因
参
照)

。
こ
れ
は
マ
ル.ク
ス
が
、「

瓦
デ
ュ 

丨
リ
ン
グ
論」

に
、
借
地
農
®

が
十
億
リ
ー
ヴ
ル
の
貨
幣
を
も
っ
て
購
入
す

可
i

本
で
あ
り
、
そ
れ
は
回
転
様
式
か
ら
見
て
流
動
資
本
で
あ
る
か
ら
当
然 

.
年
投
資
に
.包
括
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ヶ
ネ
！
は
こ
の
苗
在
を
認
め
な
が
ら
単
に 

、流
動
不
賽
本
た
る
砠㈣

と
し
、
不
当
に
も
年
投
資
か
ら
、
こ
の
可
^
罾
ボ
を 

除
外
し
て
し
ま
っ
た」

(

同
書
五
八
頁
ド
も

の

と
し

て「

ヶ
ネ
■丨
は
.
年

投

資

..に 

関
し
て
ニ
つ
の
相
異
な
る
見
解
を
示
し
て
ゐ
る
'

か
れ
は
農
村
の
生
®

級
の 

年
投
資
を
可
変
資
本
：

(

劳
働
力〕

に
限
定
し
た
。
か
れ
は
い
ま
こ
と
に
不
生
産 

階
級
の
そ
れ
を
流
動
不
変
資
本

(

原
料>

.
:

に
局
限
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
明
か
に
： 

一：
つ
の
論
理
的
矛
盾
で
あ
り
、

か
つ
歴
史
的
事
実
に
：背
馳
す
る

」
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五
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頁)

ニ
も
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ど
せ
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れ
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:
生
講
級
の
年
投
資
を
流
動
資
本
と
し
、
そ
れ
.を
不
変
資
本
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(

農
業
の
原
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-

た
る
播
種
と
辅
助
資
料
た
る
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砠
豸
罾
ボ
ハ
労
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た
め
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費
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投
資
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五
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讓

級
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資
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単

位

の
み
を
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掲
げ
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範
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や
原
表
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解
説
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於
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ヴ
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表
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資
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原
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資
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旁
働
力〕
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範式の分析第三表

地主階級不生産的階級
の の

収入  年前払
2 2

生産的階級
の

原 前 払 年 前 払  
10 2

fc lfc lzc lv

0.50.50.5 0.5 
水

{ t

農業生産物

lfc-

1m-

lm-

lzc lz

0.5 0.50.5 0.5

第 四 図

範式の分析第西表

生库的階級

原 前 払 年 前 払  
10 2

9fc lfc lzc lv 

0.750.25 0.750.25 0.5 0.5

t  t  t  t

lfc

農業生産物

lzc

0 75 0.25 0.750.25 0.5 0.5

地 王階級
の

収 入
2

L1
て
売
却
せ
ら
る
る
農
産
物
は

「

分
析
第
一
表」

と
同
様
に
原
投
資
の
利
子
と
し 

て
の
支
出
の
回
収
分
と
し
て
再
生
産
せ
ら
る
る
^
の
と
す
る
。
..従
つ
て
原
双
罾 

の
年
々
の
i

分
は
年
投
資
の
：回
収
分
と
し
て
再
生
産
せ
ら
る
る
農
産
物
に
て 

補
旗
せ
ら
る
る
も
の
と
し
て
表
式
す
る

(

同
書
八
三
頁
、
本
稿
第
三
囟
参
照

)

。

人
造
肥
料
等
は
曲

H
i

補
助
材
料
即
ち
流
動
不
変
資
本
と
し
て
使
用
さ
れ
、
五
億 

リ

—

ヴ
：ル
の
衣
料
、..家
具
等
の
ど
と
き
消
費
財
は.流
動
可
変
資
本
と
し
て
使
用
，
 

せ
ら
れ
、

こ
れ
ら
年
投
資
と
し
て
の
七
億
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
を
除
く
残
額
の

H

 

業
製
品y

億
五
千
万
；リ
ー
ヴ
ル
の
み
が
、
農
産
物
七
億
五
〒
ガ
リ

I

ヴ
ル
と
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に
生
産
階
級
の
原
投
賢
の

年
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..Q

:

磨
滅
分
十
億
リ
ー
ヴ
ル
を
補
埙
す
る
も
の
と 

す
る
。
：
従
っ
て
、M
投
資
の
利
子
と
し
て
め
支
出
の
.回
収
分
と
し
て
再
生
産
せ
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九
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H
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範
式
の
分
析
第
四
表

」

で
は
越
鏡
授
は
生
産
階
級
が
；

f

億
リ
丨
ヴ 

ル
を
支
出
し
て
購
入
せ
石
工
業
製
品
の
内
ニ
億
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
の
機
械
油
、

.，ヶ
ネー

.の
経
済
表
と
.マ
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て
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又
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ら
れ
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工
業
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流
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変
資
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と
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リ
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ヴ
ル
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め
可
変
罾
ボ
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し
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五
億
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丨
ヴ
ル
使
用
せ
ら
れ
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と
す
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が
、
不
生
産
階
級
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±

業
製
品
の
原
料
と

るH
業
製
作
品
の
大
部
分
は
農
業
用
の
道
具
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ぞ
の
他
の
耕
作
に
必
要
な
生
産
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手
段
か
ら
な
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彼
等
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固
定
資
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す
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し
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あ
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㈡
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の
分
析
第
二
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で
は
越
甚
授
は
生
産
階
級'よ
ヴ
の
十
億
、
 

リ
ー
ヴ
ル
の
支
出
一
に
よ
り
て
不
生
産
階
級
よ
り
購
入
せ
ら
れ
た
工
業
製
品
の
.
一
 

五
億
リ
ー
ヴ
ル
-

^

*用
ひ
康
料
や
榆
助
材
料
即
ち
流
動
不
変
資
本
2;
0
と
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し
て
使
用
さ
れ
，
そ
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半
、
：
：五
億
リ
ー
ヴ
ル
：は
衣
服
、
：
家
具
等
と
し
て
農
家 

の
消
費
手
段
即
ち
流
動
可
変
資
本> 
と
し
て
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
年
投
資
と
し 

て
使
用
消
費
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
：
こ
れ
は
.：マ
ル
；ク
X
が
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剰
余
倔
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説
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史』

に
不
生
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級
よ
り
購
入
せ
る
：

H

業
製
品
を
も
っ
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生
産
階
級
の
年
投
資.
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半

額
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れ
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す
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つ
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生
産
階
級
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H

業
製
品
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原
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と
し
て
売
却
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ら
れ.る
は
生
産
階
級
の
年
投
資
の
回
収
とL
て
再
生
産
せ
ら
れ 

る
農
i

で
あ
り
、
又
生
級
の
原
投
資
の
磨
滅
分
は
農
産
物
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十
億
リ
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ヴ
ル
に 
て
補
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る
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の
と
す
る
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同
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本
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㈡ 不生產階級:の投資に就て

分 析 投 資  20億 本 稿

第— 表 

77頁

農産物 (投資利子回収） l f c一々1?G 

" (純 収 獲 ) 1玛ー

笫ー因 

59頁

第二表 

81頁

農產物 (年投資回収）0.5zcl
—->lzc

" (年投資回収） 0.5vj 

" _ (純 収  _.獲） lm— >lv

岸兰因

i ； 

60頁

第三表 

83頁

農産物（按資利字回収） l f c一—lzc
■ . ■ ■ - - .

it (純 収 獲 ） lm—~>lv

第S 図 

61頁

第四表 

86頁

農産物（投資利子回収) 0.25fc|
// (年投資回収） 0.25ZC ->1250 
” (年投資回収） 0.5vJ

" (純 驭 獲 ） lm— ^lv

第四図 

61頁

㈠ 生産階級の年投資と投資の利子に就て

分 析

' • , 

年 投 資 20億 投資の利子 10偯 本 槁

第一表 

77頁

農産物(年投資回収）lzo*~ >lzc 

〃 （年投資回収）l v —~ >lv

. ■ . .. ■ . . ■ • 
' . . じ，. . . •

製 作 品 lzc— >lfc
.. ■;

第一因 

59頁

第二表 

81頁

農産物(年投資回収).0.5ZC1. 
製 作 品 0.5zcr Q 
農産物(年投資回収）0,5v^ 、 

舉作品 0.5zcJ •

盛産物(投資利子回收）
lfc -> lfc

'r ■ ■

. . .  •

第二齡 

60 K

第三表 

83頁

農産物(年投資回収）0.5zci 
製作品 0.5zcJ  ̂
農産物(年投資回収）0,5vj

農産物(年投資回収) 0.5ZC11& 
〃 〃 0.5VJ °

:.， .： ン .... 

.

第三因 

61 K

第四表 

86頁

農産物(年投資回収) 0 .75zcjこ 
製作品 0.25zcF 20

農産物(年投資回収） 0 . 5 v l i  
製作品 0.5zcJ ；

農 麵 ( I I ®  0.?5， き

J ロ.， 、

第四因

61胃
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ら
れ
た
農
産
物
ニ
億
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
と
年
投
資
の
不
変
資
本
ニ
億
五
千
万
リ 

丨
ヴ
ル
、
可
変
資
本
五
千
万
リ
ー
ヴ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
分
と
し
て
の
.農
産
物 

七
億
五
千
方
リ
ー
ヴ
ル
と
が
不
生
®

級
に
購
入
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る

(

同 

書
八
六
直
、
本
稿
第
四
図

)

。

期
く
し
て
、
越®

授
は
こ
の「

範
式
の
分
析
第
泗
表

」

は
最
も
錯
雑
し
た 

形
で
’示
め
さ
れ
た
，が
、
そ
れ
は
最
も
事
実
に
近
く
、
'従
つ
て
ヶ
ネ
ー
の
^
罾
豸

生 産 的 階 級

第 五 図
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再
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動
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現
実
に
則
し
て
最
も
良
く
表
現
し
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得
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も
の
と
せ
ら
る
る
が
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た
だ
形
式
か
ら
見
れ
ば
^

に
よ
.
っ.
て
購
入
さ
れ
る 

工
業
製
品
の
一
部
が
原
投
資
を
補
愼
し
，て
.い
る
結
果
、
範
式
の
形
式
.を
破
ぅ
て 

い
る
こ
と
を
教
授
自
身
認
め
ら
れ
て
い
る
ハ
同
«:

八
五
頁
、
九
一.一
頁
参
照，)

:0
"
従 

っ
て
ヶ
ネ
ー
経
済
表
の
範
式
の
疑
問

——

生
産
階
級
の
年
投
資
が
ら
不
生®

^
 

級
へ
引
か
れ
る
点
線
の
問
題I

を
何
等
解
決
さ
れ
て
い
な
い.と
と
と
な
る”

不 生 産 的 階 級

年 前 払 (貨幣: 
2000ZC.V

(1000
r r -

•ん •一-〜—

‘ 産物
{̂2000

越

謹

授

のr

範
式
の
分
析
1-
の
.前
記
の
、第
四
表
で
.は

生

讓

級

の

年

投 

W
と
、.
■原
投
資
の
.利
子
と
不
生
産
階
級
の
投
資
とff
i
nl
l
Hの
表
の
如
ぐ
、
年
 々

補
M
さ
る
る
%•
の
と
し
て
表
示
さ
れ
て.い
.る
の
で
あ
る
。

'

第

四

.越
村
教
授
の 

f

M
ĈD
^

w

l

l

^

M
; ^
.'
'

.越
村
教
授
は
原
表
を
解
説
す
を
に
、
従
来
最
も
人
々
に
親
し
ま
れ
た
も
の
で 

•
あ
り
、
且
つ
そ
れ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
数
字
が
範
式
と
対
照
す
る
最 

も
便
利
で
あ
る
か
ら
と
い
ぅ
理
由
か
ら
ミ
ラ
ボ

~

侯
の『

M

哲
学』 

の
.経
済
表
を
採
用
せ
ら
れ
る。

:
'.

'

'

越
®

授
は
範
式
と
原
表
を
比
較
し
て
、

「

範
式
に
；お
い
て
ぼ
生 

産
階
級
の
蟛
撕
歡
か
称
や
の
運
動
と
ト
必
膨
階
級
か
年
投
資
の
代
置 

，運
動
^
が
表
の
ぅ
へ
fc
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
け
：れ
ど
も
原
表
で
は
こ
の 

過
程
の
表
現
が
甚
だ
不
究
分
の
た
：め
表
そ
の
も
の
に
.一

の
謎
的
i

 

を
附
与
し
て
^
る

。'1
-
-

(

同

書
一，〇
ニ
肓
> 
と
考
え
ぢ
れ
、
.範
式
に
は 

「

不
生
磨
級
に
属
す
る
エ
業
家
の
最
初
に
投
下
し
た
：ー
千
リ
丨
ヴ 

,

ル
の
年
投
資
がi

ょ
り
原
料
$

糧
を
購
肩
す
る
た
め
に
支
出
ー
さ 

れ

て

ゐ

：
る

の

：
に

"
'原
表
崆
で
.は
こ
_の
貨
幣
の
運
動
.を
示
め
す
線
が
な 

に
ら
轰
中
S
7I
Sざ
れ
ず
、
そ
の.金
額
：一
千
リ
ー
ヴ
ル
が
、
経
済
表
の
右 

上
躺
に

、
他
ょ
り
！
^

し̂
て
、
書
き
込
ま
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
ない。 

こ
れ
が
^

€
の

研

究

者

を

し

て

し

ば

：
し

ば

和

可

解

©'
.声

を

発

せ

し

め
 

る
原
因
の
1

0负
の
で
^ ；
る
0」

；ベ
同
書
一
っ
一
一頁)

と
せ
ら
れ「

こ 

の
孤
立
的
に
表
現
さ
れ
た
〒
生
産
階
級
の
年
投
資
の
運
動
を
追
跡
す

ケ
■ネ
I
の

経
済
表
と
マ

ル
ク
ス

に
就
て

六

三

(

九
0

三)



る
こ
と
に
よ
っ.
.て
原
表
か
ら
範
式
へ
の
転
化
の
'問
題
の
一
つ
を
解
決
す
る
こ
と 

が
可
能
と
な
る」

(

同
書
‘

一
T

I

s)

：
と
し
て
、>.
'
'
'そ

の「

原
表
の
分
析
表」

(

同 

書 

ー：
ニ
ー
：頁
、
本
搞
第21
.
囟
>

に
.て
は」

 

.

.
㈠

不
生
産
階
級
怵
そ
の
所
有
す
る
貨
幣
ー
午
リ
ー
ダ
ル
を
エ
業
品
の
原
钭
或 

い
は
食
糧
と
す
る
農
覆
購
ス
の
た.め
&

比
級
1

忆
減
じ
：っ
；：っ
生1
^
級 

へ
支

妇

し

、そ
，の
購
入
，せ.る
農
産
物
が
年
投
資
と
な
る
も
の
と
し
て
表
.示
せ
'ら 

れ
る
、
同
書
五
七
頁
、

一
二
 

ニ
頁
参
照)

。
，
尚
、

斯
く
生
遊
階
級
へ
不
生
産
曙 

級
よ
り
支
払
わ
れ
た
る
貨
幣
は
次
年
度
に
地
、王
階
級
へ
地
代
と
し
て
納
付
せ
'ら 

石
べ
く̂

^

せ
ら
れ
る
も
の
と
表
示
せ
ら
れ
る
。

 

：

•

.
 

..

㈡

地
主
階
級
は
生
産
階
級
よ
り
納
付
せ
ら
れ
た
貨
幣
ニ
.千
リ
I

ヴ
：ル
の
所
得 

を
支
出
し
て
生
産
階
級.よ
り
そ
の
純
収
獲
の
農i

.

一：
千
リ
ー
ヴ
ル
を
購
入
消 

費
し
、
不
生
産
階
級
よ
り
把
服
、：
家
具
等
の
工
業
製
品
一
千
リ

ー
ヴ
ル

を

生
活

の
た
め
に
購
入
す
る。

.
：

■

•

 

.

闫
生
産
階
級
は'地
主
階
級
よ
り
受
け
取
る
農̂
^

の
代
金
'
一
千
リ
I

ヴ
ル
の 

1

半
、
五
百
リ
ー
ヴ
ル
を
充
出
し
て
不
生
産
階
級
よ
り

H

業
製
品
を
購
入
す
る 

.が
、
そ
の
一
半
は
ま㈣

、
家
具
等
の
如
くi

手
段
と
し
て
農
業
の
労
働
力
即 

ち
流
動
可
変
資
本
マ
を
更
新
し
、
他
の
一
半
は
化
学
肥
料
、
機
械
油
等
の
如
き 

業
の
生
産
手
段
と
し
て
流
動
不
変
資
本
ZC

を
補
稹
す
る
も
の.と
ず
る
。
尚
生 

産
階
級
に
保
留
せ
ら
れ
た
る
貨
幣
五
百
リ
ー
ヴ
ル
は
次
年
度
に
地
主
階
級
に
支 

払
わ
る
べ
き
地
代
の
一
部
と
な
る
も
の
と
す
る

(

同

書一 

ニ 

ニ

頁

参

照

)

。
.
•
斯

' 

:

六
四 

<
九
0

四)

く
し
て
生
産
階
級
の
年
投
資
五
酋
リ
；

.！
ヴ
ル
.は
エ
業̂

^

を
ネ
づ
：て
補
棋
さ
れ 

る
も
の
と
ず
る
：が
、
原
表
の
如
く
そ
の
年
投
資
の
使
用
に
.よ
り
て
純
収
獲
が
再 

'
'生
産
さ
る
る
こ
と
；は&

の
：-1
原
表
の
分
析
表」

：に
て
技
中
央
に
表
示
さ
れ
て
い 

^
い 
の
で
あ
：る。

.
■'
'
,
:
:
,.

ベ
又
越
村
教
授
は
、
’
.原
投
資
の
年
々
の
磨
滅
分
■は
農
産
物
を
も
っ
て
直
接
補
填 

'■
■:
さ
る
る
が
、.
.こ
の
：原
表
の
表
現
様
式
に
よ
れ
ば
他
に
い
.ず
れ
の
階
級
か
ら
も
購 

貿
さ
れ
な
い
農
産
物
が
残
る
こ
：と

(

と
な
り
、

こAJ.

に

r

つ
の
難
点
が
横
わ
る
こ 

と
と
な
る
が
、
ヶ
ネ
卜
ぼ
な
の
部
分
は
農
村
の
自
家
消
費
と
説
明
す
る
が
こ
れ 

は
誤
謬
で
ぁ
る.ど
断
じ
て
唐
ら
れ
る

(

同
書
_
ー
1
1
.三
頁
参
照)

。
：

■

.

'.
'

.

■.
'

.

...
;.'
■

;

.

. ノ

■

H

不
生
産
階
級
は
工
業
製
品
の.代
金
と
し
て
地
主
階
級
よ
り
得
た
一
千
リ
I
 

ヴ
ル
の
i

の
ー
半
、;5
:
.
ぶ
ー
ヴ
ル
を
支
出
し
て
更
に
生
産
階
截
よ
り
食
糧 

又
は
原
料
と
す
る
農
産
物
.を
購
入
し
残
額
五
百
リ
ー
ヴ
ル
の
貨
龄
は
先
き
に
生 

.

産
階
級
に
支
出
ぜ
る
貨
幣
の
回
収
の
一
.
部
と
し
て
保
有
す
る
も
の
と
す
る

(

同

.
書
r

一
四
頁)

。
：

.

㈤

次
い
で
五
百
リI
ヴ
ル
の
.：農
産
物
の
代
金
を
得
た
生
産
階
級
と
工
業
製
品 

.

の
代
金
.と
し
て
五
百
リ
ー
ヴ
ル
を
得
た
不
生
®

級
と
は
そ
の
一
半
、
一
音
五 

十
リ
ー
ヴ
ル
を.相
互
に
支
出
し
、
そ
の
残
額
一
一
百
五
十
リ
ー
ヴ
ル
は
相
共
に
保 

有
す
る
も
の
；と
す
る
。■こ
，の
五
：百
リー

ヴ
ル
以
下
の
支
出
過
程
を
総
括
し
て
越 

甚

授

は

そ

の「
原
表
の
分
析
表
の
略
表

」
(

同
書
.
ー
ー
マ
九
頁
、
本
稿
第
六
図

)

 

を
掲
げ
ら
れ
る
。
而
シ
て
そ
れ
は
前
記

.「

範
式
の
分
析
第
二
表

」
c

同
書
八
一

頁
、
本
搞
第
二
因)

と
同
じ
形
式
の
も
の'で
あ
り
、
従

っ

て「

原
表
よ
り
範
式 

へ
の̂

^

の
過
程」

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
泡 

に
、「

原
表
に
於
て
流
通
秩
序
の
外
に
横
は
る
も
の
と
ん
て
除
外
さ
れ
て
い
た 

2
W

の
原
投
資
のf

の
運
動
と
工
業
の
投
資
の.補
填
運
動
と
が㈱

ま
に
お
い 

て
初
め
て
は
っ
き
り
と
表
の
上
に
示
さ
れ
た
。
す
な
は
ち
こ
れ
に
よ
っ
て
再
生 

産
の
総
過
程
が
よ
り
完
成
さ
れ
た
形
式
T

表
現
さ
れ
る
.や
ぅ
に
な
っ
た
の
で
あ 

る」
(

同
書
一
三
ニ
頁)

と
せ
ら
れ
た
の.で
あ
る
。

.級

.

I

W

雌

年

不

三

第

五

越

村

教

授

の

経

済

表

の

解

説

を

検

討

す

る

に 

㈠
生
産
階
級
の■原
投
資
の
内
容
に
農
場
の
設
備
費
の
‘他
に
初
年
度
の
収
獲
を 

あ
げ
る
ま
で
の
間
の
ニ
力
年
.の
費
用
即
ち
経
洛
表
の
年
投
資
と
投
資
の
利
子
に 

当
る
費
用
を
含’
ぴ
こ
と
か
ら
越
村
教
授
ば

「

原
投
資
の
ぅ
ち
に
不
純
な
画
を 

混
入」

(

同
書
三
三
頁)

す
る
も
の
と
し
、
そ
の
年
々
の
平
均
一
割
の
，

の 

補
填
に
範
式
の
分
析
の
諸
表
に
、
第
.
一
表
で
は
全
額
工
業
製
品
に
て
、
第
一
一
、 

第
三
表
で
は
全
額
農
産
物
に
て
、
第
四
表
で
は
そ
の
四
分
ノ
三
は
工
業
製
品
で 

そ
の
四
分
ノ
ー 

は
農
産
物
で
年
々
補
填
さ
る
る
と
し
、

.

原
氣
の
分
析
表
で
は
全 

額
農
邊
物
で
そ
の
階
級
内
に
て
補
塡
さ
る
る
も
の
と
す
る
。
然
し
、

マ
ル
ク
ス 

が
-1

反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論

」

に
解
説
す
る
如
く
、
ヶ
ネ
ー
は
範
式
に
て
は
貨
胳 

と
し
て
の
年
投
資
の
一
半
を
支
出
し
て
購
入
せ
る
工
業
製
品
を
も
つ
て
、
原
役 

■i
t

の
一
割
の
、
年
‘々

の
磨
滅
分
を
補
填
す
る
と
な
す
も
の
と
解
す
可
ぎ
も
の 

と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ

て
..

越

裳

授

の

：

「

範
式
の
分
析
第
一
表

」
(

同
書
七
七 

直
、
本

稿

第
-
因)

が
、
'
筆
者
の
.範
式
.の
解
釈
に
.近
い
も
の
と
な
る
の
で
あ 

る
。

授
の
生
産
階
級
の
廐
投
資
及
び
そ
の
¥

々
の
1

城
に
就
て
の
解
釈 

は
原
投
廣
中
の
収
獲.に
洗
立
：つ
ー

r

力
年
間
の
年
々
の
費
用
に
余
り
に
も
把
わ
れ 

た
観
、が
あ
る
。
：
原
投
資
は
農
場
創
設
の
費
用
で
は
あ
石
が
、
.年
々
の
補
填
は
そ 

の
諸
設
備
の
修
復
と
簡
単
に
考
え
て
ヶ
ネ
'丨
の
章
菌
に
誤
り
な
き
も
の
と
思
わ 

れ

る

(
C
E
U
V
r
e
s

 

, 

p

CO
1

2

:

:岩
波
文
庫
本
五i

貧

、
：
坂
甶
訳
本.ー
三
八
頁. 

4
 
照)

。

;

.

'

.:;
•

'

'

:

:

,

'
•.

•

六
五
：(

九
〇
五〕

第 六 図

原表の分析衾の略表

ヶ
ネ
I
の
経
済
表
と
マ
ル
.ク
ス
に
就
て

2000;



㈡

不
生
®

級Q
,

原
投
資
に
銻
て
ゲ
ネ

ー

が
少
し
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の 

は
.

「

明
か
に
不
当
で
あ.り
誤
謬
で
あ
る
，

」
(

同
書
ぶ
六
頁)

と
越
村
教

授

：
は
せ 

ら
る
る
が
、
坐

議

級

のM

投
資
に
就
て
も.「

流
通
秩
序
の■
列
に
横
は
る
.

」 

(PMlosophid./raxalev.
v

.25).

も
の
と
し
で
経̂

表
に
記
.入
し
て
，-
>
な 

い
'
の
で
あ
る
か
ら
；
生
麵
級
の
原
投
資
を
^

げ
て
'い
な
い
の
も
当
然
で
あ 

る
。
然
し
、
そ
の
存
在
す
る
ご
と
は
経
済
表
第
二
版
の

『

説
明』

に

王
:a

の
富 

を
記
寬
す
る
に
当
り
、
不
生
謹
級
の
富
と
し
て
明
ら
か
に

「

製
造
業
の
創
設 

の
た
め
の
道
具
、
機
械
、
水
車
、
鍛
冶
工
場
又
ば
其
の
他
の
慣
行
等
の
た
め
に 

行
'

た
こ
の
階
級
の
原
投
資
、ニ
十
億
リ
ー
ヴ
ル」

(Tableau 

s
c
o
g
m
— 

ique.,‘p
.
i
x
:

邦
說
、
岩
波
文
庫
本
ー
ー
七
頁
、
坂
田
訳
本
三
四
頁

)

と
計
上 

し
て
い
る
。
而
し
て
又
そ
の
年.々
の
！̂

分
の
回
修
に
就
て
は
階
級
自
体
の
製
. 

作

品

で

馨

さ

れ

、
従
..？
て
階
級
内
の
支
出
と
し
て
経
済
表
か
ら
除
外
さ
れ
る 

と
考
え
得
ら
れ
な
い
こ
と
は'な
い
の
で
あ
る
。

‘ 

.

.

.

.
/
.
. 

. 

. 

. 

. 

. 

/
 

闫
生
議
級
の
年
投
資
に
就
て
ヶ
ネ
し
は
経
済
表
第
二
版
の

『

.説
明』

に
純 

収
獲
た
る
農
産
物
を
、
.地

主

•

不
生
産
爾
級
に
売
却.也
る

こ

と

に

ょ

り

て

，
 

受
け
取
る̂

^

が
生
®

級
の
年
投
資
と
な
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
越
村
教 

授

は『

経
済
表
の
分
析』

の
説
明
か
ら
，

「

刺
余
生
適
物
の
販
売

H

ょ
0

て
*

^
 

者
の
手
に
帰
し
た1

は
，.た
だ
地
代
の
支
抵
手
既
と
し
て
役
立
つ
の
み
で
あ
’ 

る」

f

i
書
セ
五
5

と
解
し
、
そ
れ
を
財
貨
の
形
態
に
て
把
え
、
一
而
も
そ
れ 

を
ケ
ネー

自
身
が
解
し
た
ご
と
く
に
生
讓
級
内
の
労
働
力
と
な
る
消
費
せ
ら

:

六

六

(

九
〇
六)

る
る
農
産
物
た
.る可
j
®
I
2̂v
と
解
釈
せ
ず
し
て「

年
投
資
は
種
子
と
労
銀
を 

.含
む」

と
い
ぅ
オ
ン
今
ン
の
い
わ
ゆ
る「

合
理
的
な
見
解」

に
従
ぅ
と
し
てr

範 

武
の
分
析
第u

表」

.で

.は
農
業
の
原
料
た
る
播
種
と
そ
.の
鐘
材
料
た
る
肥
轩 

等
の
流
動
不
_

本
1
と
消
費
.せ
ら
れ
る
農
産
物
た
る
可
変
資
本
访
と
の
<
爵
 

か
ら
^

る
も
の
と
解
す
る
の
.で
あ
る
。
 

'

経
済
表
各
版
：の
数
字
の
基
本
と
な
っ
た
大
規
模
耕
作
に
使
用
さ
れ
る
馬
の
犁 

一
挺
め
取
發
を『

大
百
科
全
書』

，'
に

ヶ

ネ—

が

寄

稿

せ

る『

小
作
人』

論 

F
e
r
m
i
e
r
s

 

.や

『

榖
物』

'論

0

1̂
1

1

3

‘
に
計
算
す
?)
'

に
、
い
ず
れ
も
小
麦
の 

播
種
八
ボ
ヮ
ソ
も
、
燕
衮
の
播
種
陴
ボ
ゥソ
も
控
除
さ
れ
て.い
る
。
従
っ
て
経 

済
表
の
生
産
階
級
の
年
投
資
を
農
産
物
と
解
し
て
も
、
ヶ
ネ

—

は
播
種
を
控
除 

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
：る
。
：

生
讓
紙
の
年
投
資.を
貨
幣
の
形
態
に
て
把
え
る
雲
は
、
そ

の一半
は
農 

業
に
一
！^

せ
ら
れ
る
労
務
者
へ
賃
銀.と
し
て
生
®

級
内
に
支
出
さ
れ
、
他
の 

1:

半
は
工
業
.の
製
品
を
購
入
ず
る
把
め.に
不
生
§

級
に
支
出
さ
れ
、
こ
の
年 

投
資
の
回
取
七
し
て
再
生
産
せ
ら
れ
ざ
農
産
物
は
そ
の
ー
半
は
そ
の
労
銀
に

て 

:

購
入
す
る
®

労
務
者
の
屯
活
の
た
め
に
消
費
せ
ら
れ
、
他

の
一
半
は
借
地
農 

自
身
の
一
家
の
^
^
の
た
め
に
消
費
せ
ら
れ
る
も
の
と
厥
し
た
の
で
あ

る(

三 

田
学
会
雑
誌
第
三十
八
卷

第

三
四
合
併
号
一
.一
四—

一

一一
0
頁
、
第
八
号
五 

ニー
五
八
頁
参
照)

。
従
っ
て
越
村
教
授
が
年
々
再
生
産
さ
れ
る
農
産
物
を
価 

値

表

^
-
で

2
c
+
l
v
+
2
n
l
=
5
'

と
表
現
し
て
い
る
が
筆
者
の
解
釈
に
よ
れ
ば 

1 C.

十2
v
+
2
m
=
5
.

.
と

な

るも
の
で
あ
る
。

.

H

不
生
婦
級
の
年
投
資
に
就
て
は
越M

授
は
範
式
に
掲
げ
ら
れ
る
は 

「

十
億
リ
ー
ヴ
ル
の
価
値
あ
る
原
料
の
み
か
ら
な
る

」

も
の
と
し
、
そ

れ

は「

生 

産
期
間
の
始
め
に
お
い
て
農_

か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の

J

'
.で
，「

面
値
形
成
の 

点
か
ら
昆
れ
ば
不
变
資
本0
;
で
あ
り
、.回
転
様
式
か
ら
見
れ.ば
^

^

資
本
：で
あ 

る
ZC

と
す
る
'
。

J

 (

同
書
五
七
頁)

が
、
生
磨
級
の
年
挞
資
を
流
動
不
変
資
本
一 

.
単
位|

と
可
変
資
本J

単
位
^

と
の
合
計
と
解
し.た
の
で
、
.斯
く
不
生
産
階
級 

の
年
投
資
を
原
料
た
る
流
動
不
変
資
本
：に
！！

^

す
る
.こ
と
は「

論
理
的
矛
質
で 

あ
り
、'
か
づ
歴
史
的
妻
に
背
馳
す
る

」
(

同
書
五
九
頁)

か
ら
.不
生
産
階
級 

の
年
投
資
の
ぅ
ち
に
も
生^

階
級
の
そ
れ
と
対
' ^

の
内
容
を
盛
ら
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
'(

同
書
五
九
頁
參
照)

>

考
え
ら
れ
、
範
式
の
解
釈
に
於
て
も
、
.原
表
の 

説
明
に
於
て
も
、
不
生
膚
級
の
年
把
資
を
.
ニ
.単
位
、
流
動
不
変
資
本

(

原
料)

 

德

1Z
C

と
可
変
資
本C

労
働
力
|

食
料
}

価
値
玫
と
'か
ら
成
る
も
の
と
解
釈
す 

る

(

同
書
三
九
頁
、
六
〇
頁
>
。

 

•

.
「

生
産
期
間
の
始
め
に
於
て
購
入
さ
れ
た
製
作
品
の
原
料
た
る
農
産
物

」
(

同 

書
五
七
頁)

ぜ
不
生
^

^

級
の
.年
投
資
ど
す'^
な
ら
ば
、
寧
ろ
範
式
の
.表
示
せ 

ら
る
る
処
に
拠
れ
ば
そ
の
た
め
に
交
出
せ
ら
る
る
貨
幣
を
そ
の
年
投
資
と
解
釈 

す
る
が
至
当
と
考
え
ら
れ
る
。
ヶ
ネ

—

の
経
済
表
第
一j

版

の『

説
明』

に
て
も 

原
表
の
支
出
過
程
に
於
て
、

こ
の
不
生
産
階
級
.の
年
投
資
が
貨
骼
と
し
て
回
収 

さ
れ
保
有
さ
れ
る
こ
と
を
明
^
;
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る

(Tableau

.
0
0
?
 

B

.

0

&

1

.

p
,

 

ir:
:

邦
訳
、
岩
波
文
庫
本
ニ
〇
頁
、
坂
田
訳
本
ニ
七
頁

)

。

ヾ
経
済
表
第
二
版
の

「

説
明」

.
と
.

『

農

業

羣』

の
略
表
か
ら
し
て
生
磨
級.
 

の
年
投
資
を
純
取
獲
が
地
主

•

不
生
産
両
階
級
に
売
却さ
，れ
て
得
た
貨
幣
ニ
単

ケ
ネ
ー
の
経
済
表
と
マ
ル
ク
ス
に
就
て
，

位
と
解
説
せ
る
筆
者
は
不
生
産
階
級
の
投
資
も
工
業
の
製
作
品
が
生
産
階
級
に 

売
却
さ
れ
て
得
た
貨
龄
ー
，举
位
と
解
し
た
の
で
あ
る(

三
田
学
会
雑
誌
第
三
十 

八
巻
第
三
•
.四
合
併
哥
ニ.五
頁
：第
三
因
、
同
卷
隼
八
号
五
三
頁
第
七
図
、
同 

誌
第
五
ナ
ー
卷
第
三
号
七
七
頁
第
七
図
参
照)

。
.

;

•
㈤

範
式
の
解
釈
に
於
て
は
勿

i
、、

原
表
'
の
説
明
に
於
て
.も
越
村
教
授
は
生
産 

階
級
の
も
の
が
農
産
物
を
自
家
消
費
し
又
不
生
！

^

級
.の
も
の
が
、
そ
の
製
作 

し
た
工
業
製
品
を
み
ず
か
ら
使
用
す
る
と
い
ぅ
ヶ
ネ
ー
の
説
明

も
、
そ
の
祖
述 

.者
で
あ
り
共
働
者
で
あ
る
ミ
ラ
ボ

ー

侯
：の
解
説
も
、
才
ン
ヶ
ン
及
び
'、ハ
ゥ
エ
ル 

の
見
解
も
領
謬
で
あ
る
と
断
定.せ
ら
れ
る(

同
書
.
一
〇
六
頁
、
一
一
-一一頁
、

一
 

こ
一
〇
頁
，
| 

ニ
三
頁
参
照)

：。
：，爲
し
な
が
ら
経
済
表
に
在
り
て
は
、
地
主
階
級 

の
も
の
と
同
様
に
、
生

産

.
不
生
産
両
階
殺
の
も
の
も
い
ず
れ
も
生
産
階
級
へ 

Q

支
出
と
不
生®

級
：へ
の
支
出
达
を
均
等
に
行
ぅ
こ
と
が
、
年
々
同
額
の
再 

生
産
が
：行
わ
れ
る
静
態
的
均
衡
の
基
本
条
件
で
ぁ
り
、
自
国
農
産
物
の
需
要
増 

加
.が
農
業
へ
の
投
資
の
増
額
と
：な
り
、
議
の
繁
栄
が
他
の
：あ
ら
ゆ
る
技
術
を 

栄
え
さ
せ
国
家
繁
栄
を
齎
ら
す
こ
と
.と
な
り
、
又
こ
れ
に
反
対
の®

民

の「

装 

飾
のW

S
」

の
生
活
は
、
自
国#

i

の
衰
退
と
.な
ヴ
、
国
家
，を
l
ir

哀
滅
の
破 

綻
に
導
く
%•
^

で
あ
る
こ
と
を
反
覆
，注
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ゥ
ー
グ
教
授
も
そ
のr

完
成
せ
ら
れ
た
る
原
表

」

.に
生
産
；
不
生
産
両
階
級 

.
の
夫
々
の
階
級
内
の
支
出
を
表.示
し
■..て
.い
る
が
.

.
(
T
a
b
l
e
a
u

 E
c
o
n
o
m
i
q
u

i0'- 

p

 

7
5
)
、

筆

者

^
>
生

産

階

級

^
の
農
産
物
の
消
費
を
ニ
単
位
、
略
式
に
て
は
ニ 

千
リ
ー
ヴ
ル
、
範
式
_に
て
は
一

一
十
億リ

ー

ヴ
ル
と
し
、
.そ
れ
は
借
地
農
一
家
の

. 

.

六
七

(

.九
0
七)



2 0 億 

7.5億 

12.5 億

この場合，貨幣額は純収益の

ボ 一 ド 一 の 解 説 第一例 第二例

億
1

.億

額

環

環

総

循
®,

全
-

帶

全

完
 

貨

完

：
不

貸
.

:
:幣
.

億

億

億
.
億

億

，億
1
億

o
 

0
 

5
 

5
 

0
 

5
 

5
 

5
 

1 

1

3

 

1

1

12.5 億 

7.5億 

5 億

.

.億

.

.億

億

億
.僚

，億

偉

；

o
 

4
 

2
 

6
 

2
 

6
 

6
 

2
 

1

億

億

億

資
資
子
出
額
，収

「

S

利支

11 #

.

.

資
生
支

I
,

 

原
年
投
年
再
年

M

額へへ 
総
級
.
級
 品

階
階 

作主'産
 製

：
地生

.

產

階

級

不
生
産
階
級

消
費
す
：る
：一
単
位
と
、
：
^

の

屉

用

す

る

労

馨r

家
の
消
費
す
る1

単
位
と
す
. 

る
。:.
'
'
:又
本
钽
講
級
内
に
：て
も
、.'-
乇
の
階
級
の
製
作
す
各
エ
業0 .
製
品
を
使
用 

す
る
も
，
そ
れ
は
：一
一
単
位
.

Q

製
作
品
を
地
主
：.
生
産
両
階
級
に
売
却
す
る
こ
と

.に
よ
り
.
X回
収
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
解
し.た
の
で
あ
る
。

.

.

.

. 

.

.

.

. 

»

一.

-

、
 

'/■. 

.
 

:

.

,

.. 
•

.

.

.

'

四
.
.
：
.

㈥

越

村

證

の「

原
表
の
：分
析
表」
：

(

同
書 

一
二
一 

頁
、
本
稿
第
五
因)

，に
て 

は

生

産

階

输

に

篇1

?-

位
、
そ
の
壌
合
一
一
千
リ-
.ヴ
ル
、
.
不

生

隱

級

側

に
货
幣
ー
単
位
、

一
千
リ
ー
ヴ
ル
が
あ
り
、
生
産
階
級
の
ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
の
貨 

幣
は
地
主
階
锻
へ
地
代
と
し
て
納
付
せ
ら
れ
、
不
生
®

級
の
一
千
リ
ー
ヴ
ル 

の
貨
齡
は
そ
の
年
投
資
と
す
る
農
産
物
購
入
の
た
め
生

^
0^

級
に
支
出
さ
れ
る

為
の
と
す
る
。
斯
く
ズ
越
村
教
授
の
囊
.に
て
は
、
範
式
に
於
て
は
勿
論
、
原 

表
に
於
て
'4

ー
ー
単
依
©
'
貨
龄
額
の
流
通
を
前
提
と
す
る
々
:,
:

:

'

Vマ
ル
ク
ス
が
ヶ
ネI
経
済
表
の
：範
式
を
研
究
す
る
に
参
照
と
せ
る
も
の
と
考 

え
ら
れ
る
'ホ
丨
ド
-

の『

経
济
表
の
解
説』

E
x
p
l
i
c
a
t
i
o
n

 

d
u

 

T
a
b
l
e
a
u

 

E
c
o
n
o
m
i

 q
u
e
,

 k

 

m
a
d
a
m
e

 

d
e

 

*

 *

 *
,

 p
a
r

 

1
/
A
u
t
e
u
N
s

 d
e
s
H
p
h
e
m
e
-

 

r
i
d
e
s
.

に
在
り
て
は
池
主
階
級.の
所
得—

第
一
例
に
て
は
六
億
丨
第
二
例
に 

で
は
十
五
億—

の
外
に
}

f

生
産
階
級
の
年
投
資

—

第
一
例
に
て
は|.

一
億—

第1

一
 

.

例
に
て
は
五
億
丨
が
貨
幣
で
あ
る
%
•■

の
と
し
、
こ
の
貨
幡
総
額
丨
第
一
例
に
て 

は
八
億
第
二
例
に
，て
は
ニ
十
億
丨
の
内
、
地
主
階
級
の
所
得
の
半
額
に
等
し
い 

貨
幣
額
丨
第1

例
に
て
は
：三
傲
丨
第
ニ
例
に
て
は
.七
■
五
千
万
丨
は
ー
ー
薩
級
間 

を
完
全
に
循
環
す
る
も
、
そ
の
残
額
の
貨
解
額
丨
第

一

例
fc

て
は
五
億
I

第
一
一 

例
に
て
は
十
一
一
億
五
千
ガ

ー

は
一
一
階
級
間
の
み
を
不
完
全
に
循
環
す
る
も
の
で 

あ
る
と
す
る(

p
h
y
s
i
o
c
H
a
t
e
s
.
,

 

t
.

 

I

LCJ
. 

8
6
6
>。

し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス 

は
ヶ
ネ
ー
は
範
式
の
流
通
に
地
主
階
級
の
所
得
額
一
一
十
億
リ
ー
ヴ
ル
の
他
に
、 

不
生M

級
の
投
資
額
と
し
て
十
億
リ

ー

ヴ
ル
合
計
三
十
億
リI
ヴ
ル
の
貨
敝I1
J 

額
を
前
提
と
す
る4,
の
と
解
す
名.が
、

こ
の
'不
生
産
階
級
が
投
資
と
し
て
十
億 

.リ
ー
ヴ
ル
の
貨
辭
を
金
庫
に
有
す
る
と
い
ぅ
こ
と
を
説
明
の
便
宜
か
ら
仮
定
せ

. 

る
貨
幣
は
そ
の
流
通
過
程
に
お
い
て
直
ち
に
不
生
産
階
級
に
逆
流
し
て
来
る
か 

ら
こ
の
額
を
不
生
産
階
級
が
生
®

級
へ
支
私
っ
た
の
は
い
ま
や
無
駄
で
あ

っ 

，た
よ
ぅ
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
撕
く
て
マ
ル
ク
ス
自
身
は
二
十
億
リ

ー

ヴ 

ル
の
貨
齡
額
を
以
っ
て
範
式
の
流
、

3 1

を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る

(

l

o

g
 .

;
T
h
e

 Tableau 

J
E
C
O
P
O
m
i
q
u
e

 of Frapgois Q
u
e
s
s
y
、

1
9
4
7
.

.

六

八

(

九
〇
八)

•
\ 

.

.

. 

*

p. 50 )。

『

経
済
表
の
分
析』

の

本

文
-€
>

説
明
に
ょ
れ
ば
、
そ
の
流
通
に
要
す
る
貨
幣
総 

.
額
は
三
十
億
リー

ヴ
ル
を
要
す
る
も
のMと
な
る
こ
と
は
三
辺
博
士
や
久
保
田
博 

士
の
等
し
く
指
摘
さ
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(
f

経
済
学
説
研
究』

三
四
七
員
、 

『

蜇
農
学
派
経
济
学』

六
六—

六
七
直
第
二
表)

、
又
そ
の
要
約
を
表
式
す
る
時 

は

ノ
ゥ.
.エ
ル
の
修
正
図
式
の
如
く
二
十
億
リ
一
ヴ
ル
で
足
，る
.も
の
と
な

.る
こ
.
と 

は
又
久
保
田
博
士
の
注
意
せ'ら
れ
た
処
で
あ
る(『

熏
農
学
派
経
済
学』

六
六
I

図

表解説図

:め不生産階級-

i収益の半額 
製作品を地主階級へ
t 食料購人のため生産措扱へ)

第 七 図

)解説

の経済著 

'循環 

iの半額 
'製作品! 
\(

純

物購入のため生産階級

の

Baudê

完金 
純収益丨

―--_\0

3全循環 

の半額 
し農産1

ボ

bb(

棘収益の半額
f t c して地主楷扱へ)了ど--

( 三 )
第一不完 
純収益

純収益の半額/ベ

て地主指扱べ）3 .7パ(坶<

品を生産階級，
丨入のため生産掊扱*

第こ不完全循環

年支出回収の三く

(力 ■

r r

年支出回収の三分ノーy
[製作昴筚入の丨こめ不生産楮极へ-)•バ

年支出回収の三分

投資として消費される農産物)，4

年 碑収益総額売却され.る製作品総額 
6 5

再牟産錄額

六
七
頁
第
三
，表)

。

『

経
済
循
環
の
基
本
因
式

』

に
於
て
は
越
村
教
授
は
範
式
を
解
説
す
る
に
そ
の 

流
通
す
る
貨
幣
総
額
を
五
十
億
リ

ー

ヴ
.ル
と
.し
fc

が
：

(
同
書
一
六
丄
八
頁)

、 

後

の『

ヶ

ネ

ー経̂

表
の
0

S
に
て
は
前
述
の如

く
そ
れ
を
三
ナ■

リ
I

ヴ 

ル
と
し
.て
説
明
す
か
が
、.尚
.

7
ル

ク

ス

が

取

引

さ

れ

る

品

の

^
^
総
額
と 

貨
幣
の
回
転
速
度
と
所
要
貨
解
額h

の
三
者
の
関
係
を
定
式
化
し
て

r
流
通
過 

程
の
或
る
与
へ
ら
れ
た
期
間
に
と
て
は
、
流
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
貨
幣 

の
数
量
ば
諸
商
品
の1

総
額
を
同
1

名
称
の
貨
酸
片
の 

流
通
回
数
で
割
つ
た
も
の
に
等
し
い
1-
-

と
す
る
。

5
.
5
, 

2.
2

考出
食料のため 
原料のため
sis-.
冗：却夸れる製作品

地主階級へ 
不生産階級， ;

m
m
gq
0

1

の

.
の 

物
に
品
に 

産
め
作
め
，
 

出

農

た
.製
た
..

支 

6'
 

... 

v 

出 支
，.年

総額

^
1
,

勉

(V
r

.
f
 

nu

こ
の
公
式
ょ
ヴ
し
で
流
逋
回
数
が

「

二
回
転
一j

分
ノ
ー」 

な
れ
ば
.
贤
幣
量
.は
一
一
帛
は
、
-*
*

一
千
又
は
一
一
，
ナ

罾

リ

I

ヴ
ル 

で
足
り
、
そ
れ
が
；

「

一
回
転
三
分
ノ
ニ

」

な
.れ
ば
货
酔
量 

は
三
単
位
、
三
千
又
は
三
十
億.y
丨
ヴ
ル
を
要
す
る■%
の 

と
し
て「

わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
相
対
的
な
関
係
.に
お
い
て 

.
の
み
避
済
表
：に
お
け
る
所
要
貨
$

1

問
題
を
理
解
す
ベ 

'き
.
で
あ
つ
て
、.
そ
れ
を
一
定
.の
大
い
さ
に
固
定
せ
し
め
る

ま
る 

'
 

補
原
:

ま
れ
.

て
，る
子
穫
産

|
れ
資
：： |

5
叫

収
生
と
こ
ろ
の
い
か
な
る
考
察
も
経
済
表
を
正
し
く
理
解
す
る 

黯
齡
デ
1 1

辟

純
;,
'?

¥

.所
以
で
な
ぃ
と
考
へ.
.
’る」

バ
同
書
七
1
ー
頁}

と

論

，
ぜ

ら

れ
 

a
 

. 

^
 

_

る

の

で

ぁ

る
。：-
.
'
,
:
-

ケ
ネ
ー
の
経
済
表
と
マ.ル
.ク
ス
に
就
て

六

九c

九
0

九)



_

然
し
筆
者
は
ヶ
ネI
が
あ
ら
妙
る
機
会
.に
於
て
一
国
の
貨
幣
暈
は
流
通
正
整 

に
行
わ
れ
商
業
が
信
用
上
充
分
の
自
由
と
.を
以
て
行
わ
る
る
と
こ
ろ
.

——

そ
れ 

が
i

表
の
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
一̂
で
は
地
、王
階
級
の
所
爲
額
に
等
む
き
額 

.
を
以
.つ'V

 

;

「

十

ニ

分

：
で

あ

0:
-」

乇
れ
よ
り
大
な
る
額
は
毫
も
_

「

有
用
な
る
富
で 

な
い1

と
諭
じ
て
い
る
点
に
於
て
、
又
ヶ
、不
丨
が
第
二
版
の

『

経
済
表
：の
説
明

』 

に
、
ミ
ラ
ボ
丨
侯
が

T

變

表

と

其

解

説』

fc

一
国
の
富
を
計
算
す?)
に
、
ノ
不 

生
_

級
の
富
の
中
に「

富
裕
な
#
業
a
民
の
鋳
貨
ま
た
は
貨
幣
の
■保
有
高
ほ 

V-
J

の
国
民
が
商
業
の
仲
介
に

)

よ
つ
て
年
々
そ
の
土
地
.か
ら
抽
き
出
す
純
収
獲
と 

ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
と
し
て
一
一
十
億
リ
ー
ヴ
ル

」
(
H
a
b
l
e
a
u
'

 

C
E
8

I10
m
i
q
u
e
v

 

p. 

i«-
:
邦
訳
、
岩
波
文
摩
本
ニ
セ頁
、
坂
田
訳
本
一
.一
一
四
S

と
記
載
し
、
■
又 

s
i
p

哲
学』

の
略
表
の
附
記
に「

表
.の
中
に
含
ま
れ
る
富
の
総
額

」

に
地
主
階 

級

の「

所
得
と
し
て
の
貨
游
額

」
(
L
)
a
r
g
e

.s-
.
d
u

 

r
e
v
e
p
e

ニ
千
リー

ヴ 

ル
と
記
載
し
、
不
生®

級
の
投
資
一
千
リー

ヴ
ル
に
就
て
ほ
特
に
貨
幣
.と
い 

.ぅ
文
字
を
使
用
し
て
：い
な
い
点
等
か
ら
し
*て
経
済
表
の
流
通
.に
要
す
る
貨
歡
額 

は
地
主
階
級
の
所
得
額
に
等
し
き
額
を
以
つ
て
足
る
も
の
と
し
て
解
説
す
ベ
き 

も
の
と
考
ぇ
る4:
の
で
：、
範
式
の
場
合
に
於
て
は
そ
の
貨
胳
量
は
：ニ
十
億
リ 

I

ヴ
ル
.で
あ
つ

て

、

そ
の
循
環
'の
進
程
に
於
て
地
主
階
級
の
所
得
と
も
、
生
産 

.階
級
の
年
投
資
と
も
亦
、
.
不
生
^

^

?級
の
投
資
と.も
な
る
も
0

と
解
す
る
.の
で 

も
る
0
:

.
■ 

■

.■
■
'

ソ
:;
■ 

:

'

■

■
 

■

■

:■
■

, 

. 

-
-
-

.
㈦

越
：|

^

め
禱
表
の
原
表
と
範
式
：
9

解

釈

の

特

徵

，の

.
ー
づ
は
、_

表 

に
点
線
.に
示
め
さ
れ
た
す
べ

V

の
過
程
を
、
貨
幣
の
支
出
過
程
と
せ
ず
し
て
、

-•--
 

.
.

.

,

財
貨
に
よ
る
補
填.の
過
程
と
し
て
重
点
的
に
考
え
ら
れ
経
済
表
の
i

が
矢
印
.

.

の
実
線
に
'よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
こ.と
に
あ
る
の
で
あ
る。
.

.

.

越
村
教
授
ば
：

「

経
済
表s

l
u
m

心
点
ぱ
貨
幣
光
な
く
て
生
囊
：で
あ
り
、
貨
幣 

へ
の
流
通
は
商
品
資
本
の
流
通
を
媒
介
す
る
単
な
る
一
契
機
と
解
：せ
ら
れ
る
。
経 

済
表
の
示
さ
ぅ
と
す
る
再
生
！
1
過
程
は
正
当
：に
も
商
品
資
本
の
循
環
公
式
'W

、 

I

G

、
I

W

…
F
:
.
w
、

へ
の
分
析
で
あ
っ
た
。
:

:
乙
允
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、 

.原
表
の
貨
幣
の.運
動
の
背
後
に
隠
れ
て
ゐ.る
：と
こ
ろ
の
商
品
資
本
の
循
環
系
を 

探
姥
し
な
け
れ
ば
な
ら
だ
い
。

」
(

同

書

ニ
0:

頁)

と
考
え
ら
れ
、
ミ
ラ
ボ- 

侯
や
、
バ
ゥH

ル
や
オ
ン
ヶ
ン
#
.

「

原
表
の
外
観
七
囚
は
れ
て
再
生
産
の
全
運 

動
を
貨
赂
の
循
環
に
局
限
し
、
ヶ
ネ

—

の
見
解
を
、.
マ
•
丨
カ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム.
の 

背
後
に
狎
し
や
る
.こ
と
に
よ
っ
て
経
済
表
の
呆
さ
ぅ
と
す
る
真
に
偉
大
な
る
諸 

点
を
研
究
者
の
目.か
ら
遮
づ'
て
ゐ
る
。J

 

C

同
書 

一o

八
.頁
}
'' 

'と
し
'
 

运
済

表 

の
表
は
ず
貨
酔
の
流
谭
を
ホ
心
と
し
て
者
へ
よ
ぅ
と
す
る
オ
ン
ヶ
ン
や
バ
ゥ
エ 

ル
は
、
そ
の
説
明
の
出̂

|

に
お
1>
,て
一
つ
の
逆
立
ち
を
示
し
、
遂
に
バ
ゥ
エ 

ル
の
修
正
表
に
見
る
や
ぅ
な
決
定
的
誤
謬
に
到
達
し
て
し
ま
っ
た
。

」
(

同

書
一
 

.1.1.1:

一.
.一頁‘

)

' 

と
論
ぜ
ら
れ
る
。

.

.

.

.

.

然
し
経
済
表
に
点
線
に
て
表
示
せ
ら
れ
る
過
程
は
い
ず
れ
も
貨
幣
の
：運
動
で

- 

あ
っ
て
、
そ
の
結
果
に
於\し
財
貨
の
移
動
が
行
わ
れ
る
.の
で
あ
っ
て
員
^

の
#
 

環
の
&

に
財
貨
_

移
動
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
解
す
ベ
き
で
あ
る
？
越
村
教
授 

の
铮
わ
れ
る
商
品
資
本
の
循
環
公
式
は
馨
が
へ
原
表
と
範
式
の
解
説
図

(

三 

田
学
会
雑
誌
第
ー1
1十
八
卷
第
.三

‘
：
.
四

合

併

号

ニ

'

ー
萁
頁
第
三
因
、
同
誌
.第
三
十 

八
卷
第
八
号
五.三
頁
第
七
因)

に
附
記
し
た
処
に
よ
り
、
経
済
表
の
何
処
に
隠

さ
れ
て
い
る
か
判
明
す
る.こ
と
と
思
わ
れ
る
。
：生1
1

^級

が

商

品

と

”
し

て

所

有
 

す
る
純
収
獲
が
地
主_
不
生
產
両
階
級
の
食
料
と
し
て
^
^
せ
ら
れ
る
こ
と
に 

.
'よ
り
て
、
商
品
資
本
は
貨
龄
資
本
1

年
投
資—

と
な
り
、
そ
れ
と
原
役
資

：

の
使 

用
に
よ
り
て
、
そ
の
年
支
出
の
回
取
分
と
年
投
資
の
百
パ
；

I

セ
ン
ト
の
純
収
獲 

と
が
年
.々
再
生
産
せ.ら
れ
る
と
解
：せ
ら
れ
た
の
で
，あ
る
。
又
不
生
産
階
級
に
於

. 

て
も
、
地

主
•

生
産
両
階
級.に
売
却
せ
ら
れ
た
.ニ
単
位
の
製
作
品
の
代
金
の
一 

半
は
年
投
資
の.
回
収
と
な
り
、
.そ
れ
は
再
び
生
産
階
罾
に
支
出
さ
れ
て
製
^
畠 

の
原
料
と
す
る
農
産
物
が
購
入
さ
れ
、
又
残
り
の
一
半
は
生
産
階
級
よ
り
生
活 

の
た
め
に
消
費
さ
れ
る
農
産
物
が
購
入
さ
れ
で
年
々
他
の
階
級
に
売
却
せ
ら
れ 

'る
一
一
単
位
の
製
作
品
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る

。

S

 

及
び
.エ
業
の
再
生
産
の
運
動
が
地
主
階
級
か
"ら
支
私
わ
れ
る
貨
幣
で
あ
る
と
し 

て
も
、
必
ず
し
も
、

マー
ヵ
ン
テ
ィ
リ
ズ
ム
の
固
執
し
た
.再
生
産
過
程
の
公
式 

G
I

W
…

P

.
:w

r
G

、
か
ら
貨
幣
は
貨
幣
を
生
む
と
い
ぅ
誤
れ
る
_
畠
に
と 

ら
わ
れ
て
い
る
と
早
急
に
断
ず
る
こ
と
は
-誤
り
で
あ
る
。

• 

. 

> 

•

㈧

越
：

の「

謹

の

分

析

表」
(

同
書 

一
ニ
.'
一
 

頁
、
本
稿
第
五
囪)

：
を
考

察
す
る
に
、
生
産
階
級
は
地
主•
不
生
®

級
に
売
却
せ
る
農
産
物
の
代
金

I

一

千
U

1

ヴ
：ル
の
貨
胳
の
一
半
、1
>

リ
ー
ヴ
ル
を
不
生
産
階
級
へ
製
作
品
0

代

金
と
し
て
支
出
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
，，マ
て
こ
の
原
表
の
ジ
タ
ザ
グ
の
支
出

過
程
を̂

g

す
れ
ば
地
主
階
級
か
ら
支
私
わ
れ
た
全
額
の
貴
幣
一
千
リ
ー
ヴ
ル

が
不
生
1

漱
に
支
払
わ
れ
る
こ
と.と
な
り
て
、
越
村
教
授
の

「

原
表
の
分
析

表
の
略
表」
(

同
*

一
 

ニ
九
頁
、
本
稿
第
六
図

)

に
表
示
さ
れ
る
如
く
、

そ
れ

ケ
ネ
ー
の
経
済
表
と
マ
ル
ク.ス

に

就

て
-

.

に
ょ
り
て
購
入
ぜ
ら
れ
る
製
作
品
が
年
投
資
の
二
，半
、い
一
千
：リ
ー

.ヴ
ル
を
補

 ̂

す
る
.こ
と
で
あ
.つ
で
年
搜
資
の
支
出'を
意
味
す
る
こ
.と

.>

.は
な
ら
，な
い
の
で
あ

'
る
。
パ
ド
 

■-

越
村
«
投
：の
解
釈
で
は
生
産
階
級
の
年
投
資
ー
'ー.千
リ
ー
ヴ
ル
を
い
ず
れ
も
財 

貨
と
す
る
.が
故
.に
、.：そ
の
：：1

¥が

不

生

産

階

級

に

支

出

さ

れ

？)
'
こ

と

と

は

な

り
 

得
な
い
の
で
^
る
9.
. 

: 

: 

:

.
, 

. 
‘ 

' 

.
:

•洵
に
、
斯
く
越
村
教
授
の
経
済
表
の
解
説
0:

如
く
原
表
や
範
式
の
|

を
貨 

.幣
の
支
出
過
程
名
せ
ず
、
：
.脉
貨
0.

補
瑱
運
動
と
解
す
る
こ
と
が
無
理
で
あ
り
、 

而
ふ
又
ぞ
の
代
価
と
し
で
支
私
わ
れ
る
貨
幣
の
支
出
が
点
線
で
承
め
さ
れ
て
い

. 

る
と
し
て
%-

そ
の
循
環
の
：径‘路
は
不
明
確
で
あ
る0

更
に
_生
産
階
級
侧
に
貨
酸 

ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
、、
^
生
産
階
級
に
貨
幣
ー
千
リ
ー
ヴ
ル
合
計
貨
幣
額
三
単
位
三 

千

リ

ー

ヴ
.
ル

、

範
式
で
は
一
一
一
十
億

U

.«.

ヴ
.
ル
.の
存
在
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
前 

’
述
の
如
く 

(

本
稿
七
〇
頁
参
服)

、
そ
の
貨
幣
額
に
就
て
の
ヶ
ネ
ー
の
処
論
と 

I

致
せ
ず
馨
の
賛
成
し
得
な
ル
と
ミ
ろ
で
あ
る
0.
'

f

は

ヶ

ネ

ー

が

経

済

表

第

二

版

.の『

説
明』

にK

ミ
テ
ボ
ー
侯
が『

農
業 

哲
学』

の
略
表
の
中
に
、
生
産
階
級
に
於
て
地
主
.

不
生
産
両
.階
級
に
売
却 

せ
ら
れ
た
純
取
獲
た
る
農
産
物
の
代
金
即
ち
貨
幣
が
明
ら
か
：に
そ
の
年
投
資
と 

な
る
こ
と
'を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら

f

経
済
表
の
分
析』

' 

に
生
産
階
級 

の
受
け
取
る
農
産
物
の
代
金
が
そ
の
年
投
資
と
な
る
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；
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れ
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範
式
め
解
説
，を
行
マ
た0-
で
あ
.
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迷
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れ
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ら
れ
る.が(

同
書
緒
言
三
貢)

、

マ
ル
タ
ス
が
，.一
八
六

t

一
一
年
の
七
月

不
一

六
日
附
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
の
！

*

の
中
に
同
封
さ
れ
た
、

ヶ
ネ
ー
の
経
済
表
：に 

置
き
換

え

た

彼

自

身

の

経

済

表

(
M
a
r
x
/
E
n
g
e
l
w

 

: Ge
s
a
m
t
a

CJJ
s
g
a
b
e

 

D
x
i
t
t
e

 A
b
t
e
l
u
m
e
'

B
r
a
n
d
M

:'
,
3
. 

s
s
.
l
5
?
1
5
1

*i:
T
h
e

 c
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e

-

•
 

•

'卜
七
ー
.

1(
九

1
1
1
)

. 

u 

,

 

. 一

.'

.

.

- 

' 

:

o
f

 

i

n

w
 

.

邦
訳
、3

田
盛
太
郎
教
授
著
改 

造
社
版
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巻1.

一
六
九
貢
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『

再
生
産
過
程
表
式
分
析
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五

頁
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越

村
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授
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因

解

資
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第
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四
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頁
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生
産
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表
現
し
て
い
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い
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.
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表
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あ
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い
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ヶ
ネ
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表
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た
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跡
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示
め
し
て
い
る
が
、

マ
ル
ク
ス
は
拭
張
再
生
産
の
問
題
の
解
決
の
進
行
に
従
い 

か
か
る「
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で
.
の
表
現
形
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は
桎
梏
と
な
づ
た
の
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本
i

'で
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一
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八
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月
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百
附
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エ
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ゲ
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4
0
0
c
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1
0
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よ
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表
現
か
ら
完
成
さ
れ
た
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潔
な
再
生
産
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表
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簠
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経
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経
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け
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範
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範
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独
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潔
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篇
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な
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表
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近
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献
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又
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検
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ら
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検
討
し
て
、.そ
の
.「

数
宇」
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し
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又
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さ
れ
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さ
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。
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さ
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あ
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